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Abstract: The purpose of this paper is to clarify the space characteristic of the preferred maritime-scape. As a result, it clarified the 

important production of (1) The looked up, (2) The access, (3) The inclusion, (4) The continuity, (5) The approach and (6) The activity. 

 

１． 研究目的－前稿では，海上から見た好ましい景観とそ

の評価理由からみた景観要素の特性を捉えた．そこで本稿

では，前稿で抽出した好ましい景観（全11項目）を対象に，

その観賞形態と成立要因を定量的に明らかにする． 

２． 研究方法－本稿では好ましい景観の観賞形態を定量的

に考察するために，人間の視知覚特性である視距離を用い

る．この測定にあたっては，前稿で述べた調査において，

被験者15名が撮影した写真の位置情報をもとに，カシミー

ル３Dを用いて撮影地点から主対象までの距離を捉えた． 

３． 結果および考察―前稿で抽出した好ましい景観にお

いて，各構成要素の視点場から主対象までの視距離を表１

に示す．これより，海上景観ならではの６つの観賞形態を

抽出した．以降では，これらの特徴を述べていく． 

(１)見上げ－陸上では体験しがたい大型橋梁や飛行機など

の圧倒的なスケール感を観賞するタイプである．その視距

離は，表１より，レインボーブリッジ（以下;RB）が０～100m，

東京ゲートブリッジ（以下;GB）が０～50m，飛行機の離着

陸が 1,000～1,900ｍであった．RBおよびGBの視距離は，

一般的に視対象の素材感が視認できる近景域１)であり，桁裏

の構造形式まで識別できる状況にある．また，離着陸する

飛行機の視距離は，視対象自体の形態や意匠要素などが認

識できる距離帯１)であり，空港を離着陸する飛行機の形態が

明瞭に視認される．さらに，「エンジン音の迫力」の評価が

挙げられており，聴覚などの視覚以外の知覚要素を視覚行

為と同時に体感することでより迫力が増してくる．このよ

うに，単に視対象を眺めるばかりでなく，聴覚も交えてそ

の臨場感を体験する観賞形態である． 

(２)接近性－大型橋梁や水門を対象として，全体的なプロ

ポーションが視認できる視点場から，次第に視対象へと接

近しながら観賞するタイプであり，その視距離は表１より

20m～370mにある．この視距離は，一般的に対象物の素材

感まで視認できる近景域１)とされ，橋梁のトラスなどの構造

形式が際立って視認される状況にある．このように，港湾

施設という長大な視対象を接近しながら見せることは，視

点場が自由に設定可能な海上でこそ演出可能な，海上なら

ではの観賞形態といえよう． 

(３)一体性－大型橋梁および東京ディズニーリゾート（以

下;TDR），フジテレビ等を背後の都市と一体的に眺めるタイ

プであり，その視距離は 210～2,780m にある．この視距離

は，一般的に個々の素材がテクスチャーの単位となる中景

域から建築物が群化する遠景域１)に該当し，橋梁等の主対象

が単体としてではなく，橋梁と都市が一体となった街並み

として認識される状況にある．これらは，海の一望性によ

り大海原を介して遠景の事物が見通せることで味わえる観

賞形態である． 

(４)連続性－茫漠としがちな港湾空間に横一列に連続的に

設置されるガントリークレーン（以下;GC）を眺める観賞形

態であり，その視距離は 280～1,750m にある．この視距離

は，連続する GC が一体となって広がり，既往の知見では

鉛直方向に突出するGCを際立たせる視距離500～2,500m２）

にあり，港湾という非日常空間を象徴づけるシーンである．

GC の連続性と RB による視線誘導効果が評価されるなど

（写真15），港湾空間ならではの観賞形態といえよう． 

(５)近接性－フローティングドック（以下;FD）という超ス

ケールの港湾施設をあえて間近で捉え，その圧倒的な迫力

を印象づける観賞形態であり，その視距離は80～140mにあ

る．この視距離は，一般的に施設単体のスケール感や素材

感まで視認できる近景域１)となり，視界に入りきらないほど

の圧倒的スケールを体感する． 

(６)賑わい性－視点場となる船上と賑わいある対岸との一

体感を楽しむ観賞形態であり，その視距離は40～210mにあ

る．これは，一般的に人の活動の認知限界距離３)（135m）

の周辺であり，ゆえに，対岸の利用者と手を振り笑顔を交

わすことが可能な状況にあった．また，運河内では安全上，

航行速度が20㎞/h程度と，緩やかな移動であるため，船上

と賑わいある対岸との一体感が享受できる状況にある． 
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４． まとめ－以上より，海上ならではの観賞形態として，

①見上げ，②接近性，③一体性，④連続性，⑤近接性，⑥

賑わい性の６タイプがあることを捉えた．こうした観賞形

態を援用することにより，東京港ならではの海上景観を乗

船者に享受させることができ，水上交通における人員輸送

と観光面の両立策が可能となろう． 
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表１ 視対象別の視距離の分布と観賞形態［参考文献(１)～３）をもとに筆者作成］ 

　　　 ▼活動の認知限界(135m)

　　　 ▼人間の認知限界(1200m)
(m)

A-6 0
G-10 0
K-10 0
C-9 50
H-4 100
N-7 220
B-4 260
E-5 270

D-10 320
O-9 350
M-7 370
I-4 730
J-2 730
F-2 840
D-4 1160
C-10 1230
H-8 2260
B-3 0
C-2 0
D-9 0
K-2 0
E-4 50
I-1 130
J-4 130
F-8 150
N-2 150
O-2 160
G-2 240
L-7 240
M-2 300
H-10 2660
O-5 2780
B-5 1600
C-3 1640
A-9 1650
E-1 1650
G-3 1650
H-3 1650
I-3 1650
J-1 1650
M-1 1650
N-4 1650
O-3 1650
L-5 1700
D-3 2000
F-1 2000
N-5 2010
H-1 2350
A-7 450
E-2 450
M-6 450
C-7 460
F-3 480
O-8 480
B-1 540
L-3 570
D-5 600
B-8 40
C-5 40
J-3 40
M-9 40
O-7 40
G-6 45
I-5 45
D-1 280
G-9 320
A-8 640
I-10 710
J-10 710
D-6 780
F-7 1000
E-6 1300
L-2 1750
G-1 80
B-9 100
K-1 100
I-2 130
J-6 130
A-1 140
F-5 20
L-1 20
I-6 50
J-8 50
M-8 130
I-7 210
C-4 230
D-8 230
E-9 230
J-7 230
F-6 240
L-8 240
H-9 300
G-8 60
H-5 90
N-9 90
A-3 210
O-6 210
H-2 1000
L-4 1020
B-2 1180
A-2 1580
O-4 1850
M-4 1880
G-5 1900

都
市
景
観

天王洲
水門

10

分
類

順
位

主
対
象

1

（
G
B

）

東
京
ゲ
ー

ト
ブ
リ

ッ
ジ

橋
梁
景
観

4

フ
ジ
テ
レ
ビ

ガントリー
クレーン
（GC）

1

（
T
D
R

）

東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー

ト

7
水上

レストラン

5

空
港
景
観

緑
地
景
観

港
湾
景
観

飛行機の
離着陸

7

大井ふ頭
中央海浜

公園
10

5
大森

ふるさとの
浜辺公園

9
フローティン

グドック
（FD）

遠景域（地形域）

1

（
R
B

）

レ
イ
ン
ボ
ー

ブ
リ

ッ
ジ

写
真
番
号

視距離
（m）

中景域（テクスチャ域）近景域(単木域)

　　　　▼顔の識別限界(24m)
　 ▼表情の識別限界(12m)

＜天王洲水門＞
視距離：20～130m

水門をくぐろうと接近する様子．

＜フジテレビ＞
視距離：450～600m

お台場のビル群を一望できる．

＜飛行機の離着陸＞
視距離：1,000～1,900m

空港へ離着陸する飛行機を

真下から間近で見ることができる．

＜大森ふるさとの

浜辺公園＞
視距離：210～300m

海と砂浜の一体性

＜GC＞
視距離：280～1,750m

複数のGCが連続して並ぶ様子を望める茫漠と

しがちな港湾空間を引き締めている．

写真１４：連続するGCの様子

写真１５：GCの連続性がRBへ視線を誘導

＜FD＞
視距離：80～140m

FDに圧倒的に近接

することでFDの

スケールを体感できる．

＜水上レストラン＞
視距離：40～45m

近景ゆえに対岸の人々の賑わいが見える．

写真１１：水上レストラン外観

写真１２：対岸のレストラン利用客を

眺める様子

＜大井ふ頭中央海浜公園＞
視距離：60～210m

対岸の公園利用者との一体感が味わえる．

＜TDR＞
視距離：1,600～2,350m

東京ディズニーランドと

東京ディズニーシー，背景と

なる都市を一体的に望める．

写真８：TDRの全体像が一望できる．

写真９：TDRと葛西臨海公園,

東京スカイツリーを

一望できる．

＜RB＞
視距離：220～370m

橋梁全体のプロポー

ションが分かる位置

から橋梁に接近して

いく楽しさを演出．

＜RB・GB＞
視距離：０～100m

橋梁の下を通過したときに

橋梁を見上げる様子．

陸上からでは決して望めな

い景観が眺められる．

＜GB＞
視距離：130m～300m

橋梁全体のプロポー

ションが分かる位置

から橋梁に接近して

いく楽しさを演出．

写真２

＜GB＞
視距離：2,660～2,780m

橋梁と背景となるビル群が

一体的に望める．

写真６：GBの全体像を把握できる．

写真７：東京スカイツリーと

一体的に望める．

写真６

写真８

写真９

写真１３

写真１９ 写真２０

写真１

写真１２

＜RB＞
視距離：730～2,260m

主対象である橋梁と背景となる

都市が一体的に望める．

写真５：RBと都内のビル群

写真３
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写真４
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